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1 レベル 
 

カテゴリー 説明 レベル 
OWG Olympic Winter Games 0 
WSC FIS World Ski Championships 0 
WC FIS World Cup 0 
WJC FIS Junior World Championships  1 
ANC Australian New Zealand Cup 1 
EC European Cup 1 
FEC Far East Cup 1 
NAC Nor-Am Cup 1 
SAC South American Cup 1 
UVS Universiade 1 
NC National Championships 2 
FIS FIS Race 3 
JUN Junior Race 3 
NJC National Junior Championships 3 
CIT Citizen 3 
UNI University Race 3 
CHI Children 3 
ENL Entry Level 4 

 
       上位カテゴリーのソフトウェアとセットアップが使⽤可能です。 
       例：レベル 2 では、レベル 1 及びレベル 0 と同じソフトウェアとセットアップを使⽤できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
２ はじめに 
このデータブックの⽬的は、FIS 種⽬スポーツのためのソフトウェアを提供しようとするソフトウェア開発者を⽀援することです。
本書はソフトウェアを書くための仕様書ではなく、アルペン FISレースを記録する適切な情報、レポート及び電⼦ファイルを作
成するために必要な要素を確⽴するための単なるガイドです。 
データブックは、競技会前後の情報の作成、電⼦リザルトファイルの送信、有効なレースの検証（ポイント成⽴）などの主
催者へのリソースとしても役⽴ちます。 
テンプレート、競技書類のサンプル及び XML の説明は、付録に掲載しています。 
 
 
3 リザルトソフトウエア 
データソフトウェアは、FISルールに従い、FISが競技書類とリザルトの作成のために定義した要素を含むように書かれなけれ
ばなりません。ソフトウェアには、リザルトを FIS リザルトサーバーに送信するための XML メッセージを⽣成する機能と、FIS ラ
イブタイミング（オプション）を⽣成する機能も必要です。 
FIS 競技のためのソフトウェアの作成に関⼼のあるプロバイダーは、FIS の IT 部⾨に連絡し、検証のために XML 電⼦ファ
イルのテストを準備する必要があります。現時点では、FIS によるソフトウェアの直接認証はありません。 
 
 
4 ユーザーサポート 
ソフトウェアエディタはユーザーサポート（テクニカルマニュアル⼜はホットライン）を提供する必要があります。 
FIS はソフトウェアの⽀援を提供しません。 
 
4.1 アップデート 
ソフトウェアプロバイダは、ルール⼜は FIS 定数の変更に適合させるため、ソフトウェアアップデートを公開する必要がありま
す。 
 
5 キャビン内のコンピュータ処理システムの設置 
5.1 インストール 
屋外環境でコンピュータを使⽤する場合は注意が必要です。特にコンピュータをキャビン内に⼀晩中放置する場合、湿度と
温度の点で動作条件を重視しなければなりません。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
5.2 電源 
発電機の使⽤はお勧めしません。 バックアップ UPS は停電が発⽣した場合に備えてお勧めします。標準的な差動保護の
ため、適切なアースや過電流コネクタ（保護継電器）を使⽤し、最⾼⽔準の状態で設置を⾏うことが重要です。 
 
 
5.3 無線通信装置 
コンピュータと⾼周波漏洩機器の近接は⼲渉が発⽣しないように制御する必要があります。例えばトランシーバー、HF ラジ
オ送信…。 
 
6 ⾔語 
FIS レースレベル 2、3 及び 4 の場合、作成されたすべてのリストには、その国の⾔語に加え英語で報告する必要がありま
す。英語でデータリストを作成する能⼒はソフトウェアのオプションでなければなりません。 FIS レースレベル 0、1 ではすべて
のリストを英語で作成する必要があります。 
 
7 計時機器とのインターフェース 
7.1 データ 
ソフトウェアは、FIS 公認の計時機器から「正確な時刻」⼜はネットタイムを正確な精度で記録することができなければなり
ません。公認機材の最新リストは、FIS ウェブサイトの "Alpine" Timing＆Data でご覧ください。 
 
 
7.2 リザルトデータの双⽅向タイミング通信 
リザルトソフトウエアから公認計時（機材）テープへのデータの転送は厳重に禁⽌されています。タイミングデバイスからの元
のタイミングテープは、順に発⽣するコアタイミングデータの唯⼀の公式記録であるため、外部の下流のシステムデータから保
護されたままでなければなりません。 
リザルトの検証（リザルト = テープ）はルールで定義されています。アルペン ICR611.3.3 条を参照。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
7.3 タイミング精度 
FIS 競技の時刻は、少なくとも 1/1000（0.001）秒まで、印刷されたストリップに即座に⾃動的かつ順番に記録されな
ければなりません。 
各競技者のネットタイムは、1/100（0.01）秒に切り捨てる必要があります。ネットタイムを計算するコンピュータソフトウェ
アは、タイミングデバイスで使⽤される「タイミング」の精度を使⽤する必要があります。 ICR 611.3.5 を参照。 
詳細については、FIS ウェブサイトの「Alpine/Timing& Data」の「Timing Booklet」を参照してください。コンピュータのリ
ンクはレベル 0 と 1 では有線接続する必要があります。他のどのレベルでも有線接続を推奨します。 
 
7.4 接続 
コンピュータ間の距離は接続の種類によって制限されます。 
製造元の仕様を読み、重視してください。 
 
7.5 リザルトコンピュータ<A>と<B> 
リザルトコンピュータ<A>と<B>は、互いに完全に独⽴して動作する必要があります。ライブリザルトを計算して送信するた
めに使⽤するコンピュータは、「プライマリ」⼜は「A」タイミングデバイスに接続する必要があります。 
 
7.6 オンライン/オフライン 
ソフトウェアは、公認計時機材からオンライン（リアルタイム）⼜はオフライン（レース後）にデータを読み取ることができるべ
きです。 
 
 
8 タイミング 
8.1 時刻 
タイマーが時刻を送信する場合、精度は 1/1000 精度でなければなりません。 
 計算されたネットタイムは、競技者のフィニッシュ時刻とスタート時刻の差に相当します（ICR 第 611.2.1 条）。 
 
8.2 ネットタイム 
タイマーがネットタイムを送信する場合、ソフトウェアはこのタイムに修正や計算を⾏ってはいけません。 
 
8.3 タイムの修正 
競技者のネットタイムを得るためにハンドタイミングからの時間を使⽤しなければならない場合は、（ICR 第 611.3.2.1 条）
に従って補正の計算を適⽤しなければなりません。 
時間をソフトウェアに⼿動で⼊⼒する必要がある場合は、タイミングログ内に時間を明記するか、⼜は明⽰的にフラグを⽴て
る必要があります。 
 
 



 
 
9 ⾃動保存 
ソフトウェアは、コンピュータの不意な再起動やシャットダウン時のバックアップを確保するために、「⾃動保存」サイクル（最⼤
10 秒毎）を⽣成するべきです。 
 
10 タイミングアンドデータテクニカルレポート 
レース後、xmlによってFISにタイミングアンドデータテクニカルレポート（TDTR）を送信する必要があります。ソフトウェア開
発者には、ソフトウェアからこの XML ファイルを⽣成させる選択があります 
（ftp://ftp.hsski.com/Software/XML/XMLdescription/Timing_Report_AL.pdf）、⼜は FIS Timing 
Report ソフトウェアを使⽤することもできます。
（ftp://ftp.fisski.com/Software/Programs/TimingReport/AL）。 
 
11 レースパラメータの記録 
レースごとに、各分野の XML で定義されているすべての必要なレースデータ要素を⼊⼒して記録することができなければな
りません。アルペンの現在の xml の説明は、FIS FTP： 
ftp://ftp.fisski.com/Software/XML/XMLdescription_AL.pdf 
ソフトウェアは、アルペンスキーのすべての分野で、少なくとも FIS ポイント対象の分野で各競技者のリザルトを記録すること
ができなければなりません。 
FIS ポイント対象: 
DH:    Downhill, 
SL:     Slalom, 
GS:     Giant Slalom 
SG:     Super-G 
AC:     Alpine Combined 
他の種⽬: 
Combined Events 
Combined Team event 
Parallel Nations Team Event 
Parallel Events 
KO 
 
11.1 レース特性 
FIS 定数値は、リザルトを計算するために使⽤される値です。ペナルティ計算の式については、FIS ポイントルール第 4 条を
参照してください。 
すべての値（F 値、アダー、ミニマムペナルティ、マキシマムポイント）は、FIS FTP の最新の FIS ポイントリストファイルに統
合されています。 
 



 
 
12 競技者 
12.1 エントリー 
エントリーは各競技者の必要な情報（FIS コード、名、姓、NSA、⽣年⽉⽇及びカテゴリー）が主催者に送信されます。 
このエントリーリストは、競技会に参加する競技者をソフトウェア内で選択するために使⽤する必要があります。 
アルペンスキーICR の 215.3.1 条を参照。 
 
 
12.2 FIS リスト 
ソフトウェアは、公式の最新 FIS Points List を排他的にダウンロード⼜はロードできなければなりません。リストは、FIS 
FTP で⼊⼿できます。ftp://ftp.fisski.com/Software/Files/Fislist 
ファイル表記法の内容を理解するために、2013/2014 シーズン ALFP214F.zip の例を以下に⽰します。 
 
"AL"  [2 ⽂字] = FIS 種⽬コード (セクターコード) 
"FP" [2 ⽂字] = FIS ポイントであることを⽰す省略固定⽂字 
"2" [1-2 桁] = シーズン中のリストナンバー 
"14" [2 桁] = シーズン 例.: シーズン 2013/2014 = 14 
"F" [1 ⽂字] = 2 種類の値 
*                                            "F" = シーズン中のリザルトを含むフルリスト 
*                                            "P" = リザルトを除くパーシャルリスト 
 
ポイント範囲 
9999.99 ポイントの選⼿は FIS ノーポイントです。 FIS ノーポイントは 0 ポイントと同じではありません。ソフトウェアは、最
低整数部 4 桁と⼩数 2 桁の値をサポートする必要があります。 
 
12.3 ポイントの有効性チェック 
ソフトウェアはリスト有効期限を過ぎてポイントが更新されているときはユーザーに警告する必要があります。 
*これらの適⽤期間の開始と終了は、各種⽬フォルダ内の ".zip"アーカイブのファイルにあります。さらに、FIS ポイントリスト
ナンバー/コードは、スタートリスト及びリザルトページに表⽰されるべきです。 
 ftp://ftp.fisski.com/Software/Files/Fislist_ 
* AL <Z> <Y> hdr.csv：列 "Valid from"及び "Valid to" 
* FIS ポイントリストナンバー/コードは、正しいリストが使⽤されていることを確認するために、スタートリストとリザルトページに
表⽰されるべきです。 
 
 
 
 



 
 
12.4 選⼿の年齢区分 
ソフトウェアは、公式の年齢制限を使⽤して、現在のシーズンに従って各競技者の年齢クラスを更新することができるように
なされるべきです。 FIS の競技年は 7 ⽉ 1 ⽇から翌年 6 ⽉ 30 ⽇までです。 1 ⽉ 1 ⽇から 12 ⽉ 31 ⽇までで競技者
の年齢クラスが決定されます。これらのカテゴリーはルールに従って更新する必要があります。アルペンスキーICRの607条を
参照してください。 
 
 
13 ペーパー版の競技書類 
ソフトウェアは以下のリストを作成できるべきです： 
全てのレベルで： 
*    Entry form 
*    Competitor Draw List by Points 
*    Start List 1st Run (One Run Events) 
*    Start List 1st Run 
*    Start List 2nd Run 
*    Start List Training Run (DH) 
*    Unofficial Results - One Run Events 
*    Unofficial Results 1st Run 
*    Unofficial Results 2nd Run 
*    Official Results - One Run Events 
*    Official Results -1st Run 
*    Official Results - 2nd Run 
*    Official Results Super Combined 
*    Results by Rank Training Run 
*    Penalty Calculation 
レベル０: 
*    Analysis 
スタートリスト及びリザルトの情報については、ICR 617.3.4 条を参照してください。 
TD レポートやレフリーレポートなど他の書類は、ソフトウェアでの対応や計時係による記⼊を要しません。 
書類の例は付録 A を参照してください。 
 
 
 
 
14 フィールド 
14.1 ステータス(IRMs) 



順位にただちに影響する 6 つの IRMs（リザルト無効マーク）があります。 
ソフトウェアは、以下のステータスを考慮できなければなりません 
DSQ: Disqualified (Run 1, Run 2) 
DNS: Did Not Start (Run 1, Run 2) 
DNF: Did Not Finish (Run 1, Run 2) 
DNQ2: Did not qualify for second run 
NPS: Not Permitted to Start (Run 1, Run 2) 
DQO: Disqualify for Over Quota 
DPD: Disqualify for doping offense (ドーピング違反失格（特別の場合で、FIS によってのみ⼊⼒される）) 
 
14.2 マーク 
PF: フォトフィニッシュ 
＊: スノーシード 
DQP: 暫定失格（仮発表⼜はライブインフォのみ） 
 
14.3 ドキュメントヘッダ 
リストには、開催国の⾔語に加えて、英語でも利⽤できるようにしなければならず、スタートリストとリザルトには特定の必須
ヘッダー情報が含まれていなければなりません。付録 A を参照してください。 
 
15 スタートリスト 
15.1 ビブの割り当て/ドロー 
ソフトウェアは、各種⽬の要件に応じてビブの割り当てを変更できるようにする必要があります。電⼦ランダムドロー⼜はドロ
ー後に⼿⼊⼒を⾏います。 
当該競技範囲以外のカテゴリー⼜は性別の競技者を除外します。 
アルペンスキーICR の 217 条,621 条（621.9）を参照。 
ソフトウェアは、任意のフォーマット（Bibo の有無、ファイルから、別の（資格）イベントから）のスタートリストを発⾏するこ
とができなければなりません。： 
アルペンスキーICR の 1212.4 条及び 1212.5 条を参照。 
 
 
15.2 スノーシード 
スノーシードは ICR621.10 条に従いスタートリストに印をつけなければなりません。 
 
15.3 ファーストラン 
ソフトウェアは、ドロー後に紙媒体によるスタートリストを作成できなければなりません。 
アルペンスキーICR620 条を参照。 
 
 



 
 
15.4 セカンドラン 
bibo（それぞれの種⽬のルールに従い⼀本⽬の最優秀ランクから逆順でスタート）の調整の操作をする可能性がありま
す。 
１本⽬の順位に基づいてトップ 15 か 30 のどちらでリバースするかのオプションが利⽤できる必要があります。 
同タイムが正しくランク付けされていることを確認してください。 
アルペンスキーICR621.11 条を参照。 
 
16 略語 
すべての略語は、関連する⽂書の最後に凡例を記載する必要があります。 
 
17 FIS への競技結果送信 
ソフトウェアは XML 形式のリザルトファイルを作成できる必要があります。 
XML ファイルは次の形式を満たしている必要があります。 
"ネーションコード" + "イベントコーデックス"。 
例： "FRA5560.XML"。 
これらのファイルは、FIS ftp で利⽤可能なファイル定義に完全に準拠している必要があります。 
 ftp://ftp.fisski.com/Software/XML/XMLdescription_AL.pdf 
XML形式はすべての競技に共通です。競技の後、リザルトと電⼦タイミングレポートXMLファイルを電⼦メールで次のアドレ
スにFISに送信する必要があります。alpineresults [at] fisski.com。メールの件名には特殊⽂字を含んではなりません。
単に国コードとコーデックスだけを書くことをお勧めします。 
 
18 FIS ライブタイミング使⽤法 
データソフトウェアがこの機能をサポートしている場合、FIS はライブタイミングサービスを提供します。 
このシステムは、FIS ライブリザルトサービスに FIS レースを登録するためにすべての競技レベルにおいて使⽤できます。 
 
ライブレースで⼊⼒されたすべてのデータは、FIS データベースに保存され、FIS の Web サイトにリンクされて表⽰されます。 
 
ユーザー：FIS ライブタイミングへの接続⽅法については、FIS ウェブサイト（www.fis-ski.com）の ALPINE / Timing
＆Data タブを参照してください。 
 
19 ライブタイミング開発者 
ライブタイミング機能を実装するのに興味のある企業があれば、FIS IT（it [at] .fisski.com）部⾨に連絡して詳細を⼊
⼿する必要があります。 
 
 
 



 
 
20 付録 A 
書類サンプルは次のページをみてください。 
 
21 書類管理 

 
 














































